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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 27,562 △3.9 1,346 2.4 1,183 △5.8 740 1.8
24年3月期第1四半期 28,672 △4.4 1,315 465.2 1,256 395.3 727 ―

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 △1,634百万円 （―％） 24年3月期第1四半期 △40百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 7.30 ―

24年3月期第1四半期 7.17 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第1四半期 132,914 100,385 74.9 981.42
24年3月期 139,593 102,713 72.9 1,003.43

（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  99,518百万円 24年3月期  101,750百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 6.00 6.00 6.00 6.00 24.00
25年3月期 6.00

25年3月期（予想） 6.00 6.00 6.00 24.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 58,500 0.8 3,200 21.4 3,100 30.9 1,900 5.9 18.74
通期 121,000 4.8 8,000 27.2 7,700 29.7 4,700 39.9 46.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料P.2「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）
連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・決算補足説明資料は平成24年7月25日（水）に当社ホームページに掲載いたします。 
・当社は、平成24年7月26日（木）にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームペ
ージに掲載する予定です。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 123,072,776 株 24年3月期 123,072,776 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 21,670,527 株 24年3月期 21,670,303 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 101,402,314 株 24年3月期1Q 101,403,309 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の売上は、欧州において南欧の債務危機の影響が西欧に波及し、新興国においても一部景気の減速

感がみられたものの、日本において震災復旧需要を背景に景気の回復がみられ、北米においても漸く緩やかな回復

基調を示してきたことなどから堅調に推移し、グローバルでは前年並みの物量を確保しました。しかしながら、円

高の影響を受けたことにより、売上高は２７５億６千２百万円（前年同期比４％減）となりました。 

 利益面においては、円高で厳しい状況ではありましたが、物量の確保、高付加価値製品の拡販、グローバルでの

最適地生産体制の推進、徹底的なコスト削減などが奏効し、営業利益１３億４千６百万円（前年同期比２％増）、

経常利益１１億８千３百万円（同６％減）、四半期純利益７億４千万円（同２％増）となりました。 

[セグメント別状況] 

①電動工具事業 

 日本においては、住宅投資が持ち直しつつある中、主力のコードレス工具や空気工具を中心に拡販に努めたこと

などから、売上高は前年同期比１１％の増加となりました。 

 北米地域においては、住宅投資が底を打ったことに加え、ホームセンタールートでの取引が進んだことなどか

ら、前年同期比７％の増加となりました。 

 欧州地域においては、ロシアが引き続き堅調に推移したものの、南欧はもとより西欧でも景気減速が鮮明になっ

てきたことや円高の影響などから、前年同期比１８％の減少となりました。 

 アジア、その他の地域においては、インド、タイなどが引き続き堅調に推移し、中東も順調に伸長しましたが、

競争が激化する中国や豪州で伸び悩んだことなどから、前年同期比１２％の減少となりました。 

 その結果、当事業の売上高は、２６３億１千５百万円（前年同期比４％減）となりましたが、営業利益について

は、コスト低減など収益力向上に引き続き取り組んだことから前年同期と同水準を確保し１０億９百万円となりま

した。 

②ライフサイエンス機器事業 

 日本では、主要取引先である大学・官公庁研究施設において動きが低調であったものの、ワクチン生産用連続超

遠心機の出荷が順調に進みました。一方海外においては、販売代理店への販促支援強化などに努めましたが、長引

く円高や欧米市場での競争激化により、厳しい状況となりました。 

 その結果、当事業の業績は、売上高１２億４千７百万円（前年同期比３％増）、営業利益３億３千７百万円（同

９％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期における総資産は、１，３２９億１千４百万円であり前連結会計年度末と比べて６６億７千９百万

円の減少となりました。このうち、流動資産は１，０３９億６千万円であり６２億４千３百万円減少しました。こ

れは主に、受取手形及び売掛金ならびに預け金が減少したことによるものです。 

 負債は、３２５億２千９百万円であり４３億５千１百万円減少しました。これは主に、短期借入金および未払費

用が減少したことによるものです。 

 純資産は、１，００３億８千５百万円であり２３億２千８百万円減少しました。これは主に、為替換算調整勘定

が変動したことによるものです。 

②キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、税金等調整前四半期純利益の計上などがあったものの、棚卸資

産の増加などにより５億３千５百万円の支出となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得による支出などにより５億３千１百万円の

支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、短期借入金の減少などにより２０億６千３百万円の支出となり

ました。 

 以上の結果等により、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前年度末残高から３７億６千３百万円減少し、

３００億４千６百万円となりました。 

    

（３）連結業績予想に関する定性的情報  

 当面の経済環境をみますと、日本は、長引く円高や欧州債務危機の影響などが懸念されるものの、復興需要を背

景として、景気は底堅く回復することが予想されます。 

 一方海外は、欧州の財政問題が経済に与える影響の長期化や、新興国の景気減速などが懸念され、予断を許さな

い状況にあります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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 このような状況下、当社グループは以下の施策によって業績の確保に努めてまいります。 

[当社グループの施策] 

 電動工具事業では、長時間作業の実現、省エネ、耐水・防じん機能など多様なユーザーメリットを実現するリチ

ウムイオン電池搭載製品の市場浸透による「リチウムの日立」のさらなる確立、市場規模の大きいアクセサリ（消

耗品）の売上拡大、電動、コードレス、エンジンといった当社の強みである動力源のバリエーションを活かした総

合ＯＰＥ（※）事業製品の品揃え強化などに努めてまいります。また、地域的には、日本での復興需要の確実な取

り込み、ロシア、インド、タイ、中東、中南米など新興国での積極拡販、欧米での販売ルートの強化およびホーム

センタールートの深耕などにより、売上拡大を図ってまいります。 

 また、ライフサイエンス機器事業では、大口受注を得たワクチン生産用連続超遠心機の確実な出荷、新製品の投

入、買い替え需要の掘り起こし、材料系分野の開拓などに引き続き注力してまいります。 

 一方、収益に関しましては、グローバル最適地生産体制の構築に継続して取り組むほか、間接コストも含めた総

コスト低減の断行などにより、企業体質を強化するとともに、引き続き収益力の向上に取り組んでまいります。 

[連結業績予想] 

 こうした各種施策を着実に実行することにより、第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は、平成  

２４年４月２５日に「平成２４年３月期 決算短信」で公表いたしましたとおり、次のように見込んでおります。

なお、第２四半期以降の為替レートも変更なく１米ドル７５円、１ユーロ１００円を前提としております。 

    

  

（注）※「ＯＰＥ」とはOutdoor Power Equipment の略で、農林業や園芸などで使われるアウトドア工具全般を 

    いいます。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。  

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金計算をすると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、定率法（ただし、平成10年4月1日以

降に取得した建物（建物付属設備を除く）については定額法）を採用しておりましたが、当連結会計年度より定額

法に変更しております。 

 当社は前連結会計年度に中長期的な会社の経営戦略を策定し、この経営戦略に基づき、国内生産拠点をマザー工

場化するとともにグローバルベースで見た生産拠点の最適配置を推進していく方針で生産体制を見直しておりま

す。前連結会計年度に釘打機の海外への生産移管を推進したこと、及び、中国南沙の工場が本格稼働したことによ

り、当連結会計年度より、海外生産比率が過半を占めるようになり、国内向け製品を中心に技術力を要する高機能

付加価値製品を国内で安定的に生産し、生産量が変動しやすいその他の製品については海外へと生産移管する体制

を整えました。 

 この結果、当社及び国内連結子会社の有形固定資産の使用状況は、今後は、安定的に生産が行われることとな

り、平準化していくことから、より適切な原価配分を行うために、減価償却方法を定額法に変更することが使用実

態をより適切に反映するものと判断いたしました。 

 これによる損益への影響は軽微であります。  

  
平成25年3月期          

第２四半期(累計)予想 

平成25年3月期          

通期予想 

[ご参考]                

平成24年3月期 通期実績 

売 上 高 58,500 121,000 115,463 

営業利益  3,200  8,000  6,288 

経常利益  3,100  7,700  5,939 

当期純利益  1,900   4,700  3,359 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,738 10,333

預け金 22,071 19,713

受取手形及び売掛金 31,781 29,099

たな卸資産 40,434 40,399

繰延税金資産 2,376 2,483

その他 2,409 2,644

貸倒引当金 △606 △711

流動資産合計 110,203 103,960

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,003 10,938

機械装置及び運搬具（純額） 3,669 3,646

土地 2,616 2,595

その他（純額） 1,757 1,710

有形固定資産合計 19,045 18,889

無形固定資産   

のれん 4,325 4,244

その他 1,405 1,340

無形固定資産合計 5,730 5,584

投資その他の資産   

投資有価証券 928 800

繰延税金資産 1,287 1,297

その他 2,400 2,384

投資その他の資産合計 4,615 4,481

固定資産合計 29,390 28,954

資産合計 139,593 132,914
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,326 8,678

短期借入金 13,127 10,741

未払費用 6,655 5,581

未払法人税等 1,107 906

役員賞与引当金 50 15

資産除去債務 27 27

その他 2,853 2,940

流動負債合計 33,145 28,888

固定負債   

退職給付引当金 2,969 2,920

役員退職慰労引当金 369 339

資産除去債務 253 253

その他 144 129

固定負債合計 3,735 3,641

負債合計 36,880 32,529

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,813 17,813

資本剰余金 21,558 21,558

利益剰余金 88,022 88,096

自己株式 △13,634 △13,634

株主資本合計 113,759 113,833

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △138 △185

為替換算調整勘定 △11,871 △14,130

その他の包括利益累計額合計 △12,009 △14,315

少数株主持分 963 867

純資産合計 102,713 100,385

負債純資産合計 139,593 132,914
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 28,672 27,562

売上原価 17,892 16,768

売上総利益 10,780 10,794

販売費及び一般管理費 9,465 9,448

営業利益 1,315 1,346

営業外収益   

受取利息 62 57

受取配当金 10 10

不動産賃貸料 122 104

貸倒引当金戻入額 12 －

その他 32 49

営業外収益合計 238 220

営業外費用   

支払利息 92 50

為替差損 114 204

固定資産除却損 10 17

不動産賃貸費用 53 62

その他 28 50

営業外費用合計 297 383

経常利益 1,256 1,183

特別損失   

災害による損失 96 －

特別損失合計 96 －

税金等調整前四半期純利益 1,160 1,183

法人税等 416 455

少数株主損益調整前四半期純利益 744 728

少数株主利益 17 △12

四半期純利益 727 740
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 744 728

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7 △47

為替換算調整勘定 △791 △2,315

その他の包括利益合計 △784 △2,362

四半期包括利益 △40 △1,634

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △40 △1,566

少数株主に係る四半期包括利益 0 △68
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,160 1,183

減価償却費 749 700

退職給付引当金の増減額（△は減少） △59 △70

受取利息及び受取配当金 △72 △67

支払利息 93 50

売上債権の増減額（△は増加） 2,805 951

たな卸資産の増減額（△は増加） 299 △2,600

仕入債務の増減額（△は減少） 524 △322

未払金の増減額（△は減少） △233 △150

未払費用の増減額（△は減少） △816 △813

その他 △243 1,309

小計 4,207 171

利息及び配当金の受取額 72 67

利息の支払額 △98 △50

法人税等の支払額 △521 △723

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,660 △535

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却による収入 3 63

有形固定資産の取得による支出 △536 △587

有形固定資産の売却による収入 10 1

無形固定資産の取得による支出 △56 △55

その他 14 47

投資活動によるキャッシュ・フロー △565 △531

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △148 △1,428

配当金の支払額 △602 △600

その他 △28 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー △778 △2,063

現金及び現金同等物に係る換算差額 △136 △571

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,181 △3,700

現金及び現金同等物の期首残高 27,424 33,809

連結子会社の決算期変更による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ △63

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,605 30,046
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月1日 至 平成23年６月30日）  
  
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報         

       (注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  
        

2. 地域別売上高に関する情報   

 (注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  
  

当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月1日 至 平成24年６月30日）  
  
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報        

       (注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  
       

2. 地域別売上高に関する情報  

 (注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

 該当事項はありません。    

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

  

報告セグメント  

  
調整額 

(百万円) 

  

四半期連結損益

計算書計上額

(百万円) 

(注) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高 27,459 1,213 28,672  ― 28,672 

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 27,459 1,213 28,672 ― 28,672 

 セグメント利益 1,006 309 1,315 ― 1,315 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

9,229 2,311 10,421 4,456 2,255 28,672 

  

  

報告セグメント  

  
調整額 

(百万円) 

  

四半期連結損益

計算書計上額

(百万円) 

(注) 

電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス 

機器 

(百万円) 

小計 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高 26,315 1,247 27,562  ― 27,562 

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 26,315 1,247 27,562 ― 27,562 

 セグメント利益 1,009 337 1,346 ― 1,346 

 日本 

（百万円）  

アジア  

(百万円)  

ヨーロッパ 

(百万円)  

 北アメリカ 

(百万円)  

その他  

(百万円)  

 合計 

(百万円)  

10,475 2,302 8,522 4,551 1,712 27,562 

（７）重要な後発事象
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